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平成19年度指定研究枝の発表会

今年度は，下記のとおり３校の研究発表校（第３年次）が，研究の成果を発表いたします。

ぜひ御参会いただき，日ごろの研究実践の糧にしていただければ幸いです。

研究会名’学校保健研究大会 私たちは，子どもの健康問題の解決を，家

庭・地域・関係諸機関と連携しながら取り組

んできました。その中で，望ましい生活習慣

の形成が，子どもたちの健康つくりに直結す

ると考え，健康三原則を柱に実践を進めてい
ます。

自分をみつめ，健康な心と体つくりを目指

して実践する子どもの育成
研究主題

}三

期日平成19年10月５日(金）
体験的な活動や養護教諭等とのＴＴ指導の

工夫，児童会による自主的な健康つくり活動

の実施，「すこやか協議会」を核とする家庭・

地域との連携の強化等，子どもたちに健康つ

くりの実践力を高める取組を全校で進めて

会場｜糸魚川市立能生小学校

上越教育事務所学校支援第２課長
趣

池原栄一様

糸魚川市教育委員会指導主事

吉田一郎様

上越市教育委員会指導主事

五味川園子様

います。講師

当日は，「健康つくりの実践力」の育て方

について，御参会の皆様と語り合いたいと

願っております。

研究会名’理科研究大会 私たちは，知のネットワーク形成を促す支

援として，以下の３点を大切にし，授業改善
に努めてきました。

知のネットワーク形成を促す支援

～見方・考え方の変容を促し，自然事象や

自己に対する新たな認識を生みだす指導法
の工夫～

研究主題
○知のネットワーク形成を促す追求問題(◎）

の要件を明らかにする。

○問いの解決に向けて絞り込んだ内容と方法

の妥当性を検証する観察や実験，話し合い

活動を工夫する。

○知のネットワーク形成の評価方法を開発す

中
期日｜平成19年10月31日鮒

会場｜長岡市立栃尾東小学校

上越教育大学生徒指導総合講座教授 るｃ趣

当日は，２年生生活科，４年生理科，６年

生理科の授業を公開します。子どもの姿から，

知のネットワーク形成を促す支援の有効性に
ついて，御参会の皆様と語り合いたいと思い

若井彌一様

中越教育事務所指導主事

佐藤春男様

講師

ほか２名

ますｃ

研究会名’音楽科研究大会
音楽の本当のおもしろさを知り，より主

体的に音楽にかかわる子供たちを育てるため音楽っておもしろい

に次の三つの研究の柱を基に授業を構成し，

一時間一時間の授業のあり方を研究してきま

研究主題 ～心が動き，心がひらく，楽しい音楽の学習

を目指して～

したｃ下

期日｜平成19年11月30日(金） ◎確実に身に付けさせたい力の明確化

◎心が動く学習活動の工夫

◎心がひらく共に学び合う場の工夫

当日は，歌唱表現における音楽的な感受や

表現の工夫の学習において，子供たちが，音

楽を心や体で感じ，楽しく学ぶ様子を御覧い

ただきます｡皆様と共に,三つの研究の柱から：
これからの音楽教育で大切にしなければなら
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ないことを確かめ合いましょう｡
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